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トラブル等の情報公開（公表基準） 原子力広報活動

⑤ 安全性に係る情報公開（論点３－３－１） ［２４／２４］ 

 【住 民の安 心の確 保 及び風評 被害の防止 のための情報 公 開は重 要。MOX 燃 料の使用や

検査に係るデータの公開、モニタリングデータ、トラブルに関する情報公開などをどのように

行うのか。】 

 
◇ 現在の北電㈱の情報公開（ウラン燃料） 

◇ 泊 発 電 所 への燃 料 輸 送 は、年 間 輸 送 計 画 と輸 送 完 了 について、燃 料 の使 用 については、

定 期 検 査 の開 始 前 及 び発 電 再 開 時 に公 表 している。 

◇ また、定 期 検 査 にあたっては、定 期 検 査 実 施 設 備 や国 からの指 示 による検 査 等 について、

計 画 と結 果 を公 表 している。泊 発 電 所 のトラブル等 の情 報 については、「泊 発 電 所 に関 する

通 報 連 絡 及 び公 表 の取 扱 いについて」（公 表 基 準 ）に基 づき情 報 公 開 を行 っている。 

◇ モニタリングデータについては、環 境 放 射 線 監 視 基 本 計 画 に基 づき北 海 道 原 子 力 環 境 セ

ンターへのテレメーター伝 送 を実 施 するとともに、モニタリング結 果 等 については｢ほっかいど

う原 子 力 環 境 だより｣により公 表 されている。 

 
○ 北電㈱の講じる対策 

広 く北 海 道 民 に原 子 力 発 電 の理 解 が深 まるよう、双 方 向 のコミュニケーションと情 報 

公開を基本に、原子力広報活動を今後も実施していく。 

プルサーマルを実施していくにあたっては、地元のみなさまの安心の確保のため、わかり

やすい形 での情 報 公 開 に努 め、報 道 発 表 、ホームページによる情 報 公 開 、情 報 公 開 

コーナーの活 用 、広 報 誌「あなたのでんき」「波 稲」などを活 用 した広報 活 動を実 施 して

いく。 

MOX 燃料の輸送にあたっては、年間輸送計画や輸送完了について、使用にあたっては、

定 期検 査 開 始 前や発 電 再 開時に、これらの状況 について公 表するとともに、地元に毎

月全戸配 布している広 報誌「波稲」などを通 じて、泊発電 所の状況についてわかりやす

い形での情報公開に努める。 
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【日 常に おけ る取 り 組 み】  
 ◆ 地 元 住 民 と の 定 期 的 、 継 続 的 な 対 話 活 動  

  ☆『 泊 発 電 所 モ ニ タ ー (地 元 住 民：約 ４ ０ 名 )』や『 岩 宇 原 子 力 懇 話 会 (地 元 住 民：約 ６ ０ 名 )』と の 対 応

・地 元 各 界 各 層 の 声 と し て 、モ ニ タ ー の 皆 さ ま か ら 原 子 力 広 報 等 に 関 す る 提 言・助 言 を い た だ く こ と

を 目 的 に 、 会 議 、 勉 強 会 、 施 設 見 学 等 を 通 じ た 直 接 対 話 を 継 続 的 に 実 施  

  ☆ 『 オ ピ ニ オ ン 』 等 と の 対 応  

  ・ 上 記 目 的 に 加 え 、 地 元 と の 信 頼 関 係 構 築 を 図 る た め 地 元 オ ピ ニ オ ン と の 直 接 対 話 を 日 常 的 に 実 施  

 

【プ ルサ ーマ ルに 関 す る理 解促 進に 向け た 取 り組 み】  
 ◆ 地 元 ４ 町 村 で の 説 明 会  

  ☆ 各 町 村 で の 説 明 会  

   ・ ５ 月 ２ ４ 日 ～ ５ 月 ２ ５ 日  

   ・ ４ 会 場 、 ５ ４ ２ 名  

◆ 地 域 単 位 や 団 体 単 位 で の 説 明 会  

  ☆ 地 域 単 位 説 明 会 （「 対 話 ＝ 対 顔 」 を コ ン セ プ ト に 、  

よ り 多 く の 質 問 や 発 言 を い た だ け る よ う 、 地 元 の  

公 民 館 等 に お い て 小 規 模 単 位 の 説 明 会 を 実 施 ）  

   ・ ６ 月 １ ６ 日 ～ ７ 月 １ ６ 日  

   ・ ２ ６ 会 場 、 ３ ５ １ 名 （ 最 少 ３ 名 、 最 大 ２ ６ 名 ）  

  ☆ 各 種 団 体 （ 農 協 、 漁 協 、 商 工 団 体 等 ） 単 位 で の 説 明 会  

（ 地 元 産 業 界 の 声 を 把 握 ）  

   ・ ６ 月 １ １ 日 ～ （ 適 宜 実 施 中 ）  

 ◆ 『 オ ピ ニ オ ン 』 等 へ の 説 明  
  ☆ 日 常 に お け る 取 り 組 み に 加 え 、 な る べ く 多 く の 方 々 に ご 説 明 、 ご 意 見 を い た だ け る よ う 、 直 接  

お 会 い し 対 話 活 動 を 継 続 的 に 実 施  

当 社 は 、 地 元 説 明 会 等 で 住 民 の 皆 様 か ら 頂 戴 し た ご 意 見 ・ ご 質 問 を 踏 ま え 、 皆 様 が

疑 問 ・ 不 安 に 思 わ れ て い る 代 表 的 な 質 問 を Ｑ Ａ 資 料 集 （ 冊 子 ： 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ に

も 掲 載 ） と し て 取 り 纏 め 、「 日 常 に お け る 取 り 組 み 」 で の 場 は も と よ り 、 地 域 単 位 説

明 会 、 オ ピ ニ オ ン へ の 説 明 の 場 で 活 用 し 理 解 の 促 進 を 図 る 等 、 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 念 頭 に “ 地 元 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク ” に 努 め て い る 。  

た く さ ん の ご 質 問 、 ご 意 見 を い た

だ い て い る 。  

※ 内 容 は 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

今 後 と も 、 地 元 の み な さ ま と 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 努 め て い く 。

○ 地元における双方向のコミュニケーション、理解活動の取り組み  

エネルギー広報活動

◆当社においては、２０１０年度のプルサーマル導入、
ならびに泊発電所３号機建設の着実な推進に資す
るため、理解活動を展開している。
・展開にあたっては、一般層に加え、特に次世代・女性層に対

するエネルギー理解活動を積極的に行っている。また、社外
の団体と緊密な連携を図っている。

・理解活動は、直接対話活動、当社ホームページおよびマス
メディアの活用を取り組みの柱としている。

【参考／「２００８年度経営計画の概要」より抜粋】
○安定供給の確保に向けた取り組みの推進

・泊発電所３号機におけるプルサーマルの実施に向け、地域の皆さまをは

じめ広く社会の皆さまの理解を得ながら着実に取り組んでいきます。
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□ 各立場（反対・賛成）のご意見 

反対の立場 賛成の立場 

・ MOX 燃 料 使 用 時 に限 らず、情 報 のギャッ

プを埋 める試 みは常 になされるべき。特 に

企 業 首 脳 部 や技 術 者 が陥 りがちな「住 民

には全 てを話 してもしようがない。誤 解 され

るだけだ。」という思 考 傾 向 を完 全 に払 拭

する必要がある。 

・情報 公 開の重要 性はプルサーマルを実 施

するかどうかにかかわらない。今後とも、北電

㈱には情報公表基 準に則り、モニタリングデ

ータ、トラブルに関 する情 報 などを、迅 速 に

分 か り や す い 形 で 積 極 的 に 公 開 し て ほ し

い。  

 
 

● 有識者検討会議の検討・評価     
• 道 並びに地元 ４町 村 と北 電㈱は、事 故 、トラブル、火 災 、地 震 等の際の情 報提 供 として、

安 全 協 定 第 11 条 第 １項 に定 める事 項 及 び安 全 協 定 に定 めのないものであって通 報  

連絡を要する事項について、通報連絡及び公表の取扱いを定めており、該当する事項が

発生したときは、この定めに従い通報連絡するとともに、その内容を積極的に公表すること

としている。 

• 道 はモニタリング結 果について、安 全 協 定 第 ７条に基 づき、四 半 期 報 や年 報 、「ほっかい

どう原 子 力 環 境 だより」などにより公 表 しているほか、リアルタイムのモニタリングデータを 

原 子 力 環 境 センターホームページ上や、関 係町 村 役 場 などのデータ表 示 盤 で常 時 情 報

提供している。 

（詳細は、コラム⑮「北海道の環境放射線モニタリング結果の情報提供について」を参照） 

•  日常の情報公開として、北電㈱のホームページにより発電実績や燃料搬出入、定期検査

実 績 等 の各 種 情 報 を公 開 し、情 報 公 開 コーナーでは、保 安 規 定 や環 境 影 響 評 価 書 、 

トラブル報告書等の関係書類の公開を行っている。 

また、地 元 ４町 村 において、地 元 の情 報 や『とまりん館 』における月 間 行 事 、泊 発 電 所 に 

係る最近の話題などを掲載した地域広報紙を月 1 回全戸配布している。 

•  地元では、「泊発電所モニター(地 元 住 民 ：約 40 名 )」や「岩宇原子力懇話会(地 元 住 民 ：約 60

名 )」との対 応 を日 常 的 に取 り組 むとともに、プルサーマルに関 する説 明 会 を町 村 、地 域 

単位で計 900 名の住 民に対して行っている。地元との信頼関係の構 築を図るため地元 

オピニオンとの直接対話を日常的に実施している。 

•  道 内 では、原 子 力 に関 する説 明 会 ・講 演 会 、泊 発 電 所 見 学 会 等 、エネルギー教 育 等 の

広報 活動 を行っているとともに、全社 的なエネルギー広 報活 動推 進のための体制を確認

した。 

以上、これまで様々な情報の提供がなされていることから、安全 性の情報公開については

一定程度の評価ができるものと考える。 

•  原 子 力 に対 する地 域住 民 をはじめ道 民の信頼 感 ・安 心 感 を高 めていくため、原 子 力 PR

館のとまりん館 をより一 層 効果 的に活 用するなどして、積 極 的 な情 報 提 供に加えて、正し

い情報をわかりやすく発信していくことが重要である。 

•  情報の提供の仕方として、受け手である道民との間で“広く聴く”姿勢による、双方向の 

コミュニケーションなどの手法を十分取り入れていくことが必要と考える。 

• 今後もプルサーマルに関する正確で適切な情報の提供・公開に努めるとともに、プルサー

マルに係 る国 の審 査 や手 続 きなどの進 捗 状 況 の把 握 や情 報 提 供 のあり方 などについて

検討していく必要がある。 

97



Ⅲプルサーマル計画に係る安全性に関する検討 ３ 安全性に関する検討結果 

(1)一般的事項⇒(2)MOX 燃料の使用前⇒(3)MOX 燃料の使用⇒(4)MOX 燃料の使用後⇒(5)全般的な事項 

⑤安全性に係る情報公開（論点３－３－１）［24/24］ 
 

 

• 生 活 基 盤 である電 力 がどのようにつくられ、私 たちの暮 らしや環 境 にどのような関 わりを 

持 っているのかなどを、科 学 的 かつグローバルな視 点 で学 んでいく機 会 が必 要 であると 

考える。道民、特に将来を担う子どもたちに対し、放射線や原子力に係る基礎的で正しい

知 識 を得 る様 々な機 会 や情 報 を提 供 するなどして、エネルギーを含 めた総 合 的 な環 境 

教育の推進に努める必要がある。 

 

 

＜＜検討結果＞＞ 

道並びに地元４町村と北電㈱は、事故、トラブル、火災、地震等の際の情報

提供として安全協定第 11 条第 1 項に定める事項に加え、安全協定以外の事項

についても公表基準を定め積極的に公表していることや、モニタリング結果に

ついては、道が安全協定第 7 条に基づき四半期報や年報などにより公表して 

いることを確認した。 

また、北電㈱は地元の情報や『とまりん館』での月間行事や泊発電所に係る

話題を掲載した地域広報誌を地元４町村の全戸に配布するとともに、ホームペ

ージにより泊発電所の運転状況、検査等に関する情報を提供するなどしている

ことから安全性に係る情報公開について、一定の評価ができるものと考える。 
 
しかしながら、原子力に対する地域住民をはじめ道民の信頼感・安心感を 

高めていくため、『とまりん館』をより一層効果的に活用するなどして、積極

的な情報提供に加えて、正しい情報をわかりやすく発信していくことが重要で

あると考える。 

また、放射線や原子力に係る基礎的な知識を得る様々な機会や情報を提供す

るなどして、エネルギーを含めた総合的な環境教育の推進に努める必要がある。 

情報の提供の仕方についても、受け手である道民との間でより双方向のコミ

ュニケーションなどを十分取り入れていくことが求められる。 

今後もプルサーマルに関する正確で適切な情報の提供・公開に努めるととも

に、プルサーマルに係る国の審査や手続きなどの進捗状況の把握や情報提供の

あり方などについて検討していく必要があるものと考える。 
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＜コラム⑮ 北海道の環境放射線モニタリング結果の情報提供について＞ 

  北 海 道 の環 境 放 射 線 モニタリング結 果 は下 記 の方 法 により情 報 提 供 がなされています。 

○ モニタリングデータの表 示   

     原 子 力 環 境 センターの環 境 放 射 線 テレメータシステムで収 集 したモニタリングデータを、 

   同 センター、地 元 ４町 村 役 場 、後 志 支 庁 のデータ表 示 盤 で常 時 提 供 。  

○ インターネットによる情 報 提 供   

     原 子 力 環 境 センターホームページ上 でモニタリングデータを常 時 情 報 提 供 。  

○ 四 半 期 報 、年 報   

     技 術 部 会 における四 半 期 ごとの評 価 結 果 及 び、監 視 協 議 会 において確 認 した年 間 

の評 価 結 果 については、四 半 期 報 、年 報 として作 成 、公 表 。  

○ ほっかいどう原 子 力 環 境 だより  

     モニタリング結 果 などについて、わかりやすく掲 載 し、四 半 期 ごとに地 元４町 村 の全 戸 に 

配 布 しているほか、原 子 力 環 境 センターの見 学 者 や道 内 の市 町 村 にも配 布 。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

環境放射線モニタリングデータＨＰ                  広報誌 

［http://www.genshi.pref.hokkaido.jp/］  （ほっかいどう原子力環境だより）

原子力環境センターデータ表示盤 
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